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1はじめに
　乳房うっ積は、主に産後3～4日目を中心に起こり、
乳房緊満感や自発痛などの不快症状を伴うことが多
い。乳房うっ積に対してはこれまで冷器法や血液循環
の改善を目的とした乳房マッサージの効果を検証する
研究がある。実際に入院中、乳房うっ積による痙痛を
訴える褥婦が多く、私たちは冷器法や乳房マッサージ
を施行していた。しかし産後は、うっ積の他にも様々
な不快症状を訴える褥婦が多いため、私たちはできる
だけ痛みを伴わない乳房ケアを褥婦に提供したいと考
えた。そこで代替医療のひとつであるリンパマッサー
ジに注目した。
　乳房うっ積は乳房圧が高い状態であり、乳房緊満感
や自発痛といった症状が現れる。また乳腺房圧が高く
なると乳汁分泌を妨げると言われている。
リンパマッサージは表皮にある毛細リンパの流れを促
進し、組織や毛細血管に貯留した水分の排泄を促すこ
とができると言われている。従来の乳房マッサージや
冷国法は血液循環の改善を図る目的で行われていた
が、私たちは組織液やリンパ液の排泄によって乳房事
事感を軽減、また母乳分泌を促進できると考え、リン
パマッサージを乳房ケアに取り入れた。
　乳房うっ積に対するリンパマッサージの効果につい
て明らかにすることができたので、ここに報告する。
III用語の定義
1．乳房うっ積：乳房内へ動脈血の流入が尤進し、静
　　　　　　　脈血還流不全となった結果、毛細血
　　　　　　　管から組織に水分が移動し、問下組
　　　　　　　織やリンパ液が滞留した状態、乳房
　　　　　　　のうっ血。
2．自発痛：自然と感じる乳房の痛み
3．乳房藤野：乳房圧が上昇し、乳房が張った状態。
皿方法
1．対象
　東京医科大学病院で経膣分娩し、研究の同意を得
　られた褥婦51名、そのうちマッサージ群は27名。初
　産婦22名、経産婦5名。非マッサージ群は24名。初
　産婦ll名、経産婦13名。
2．期間
　平成15年6月20日～平成15年10月5日
3．方法
　　1）産褥1日目から5日目まで1日1回乳房緊満感を
　調査。
2）マッサージ群にはリンパマッサージを産褥1～
　4日目に1日1回20分間施行。ベースオイルは
　100％ホホバオイルを使用。
3）産褥1日目から5日目まで自作質問紙によるア
　ンケート調査施行。
4）乳房うっ積は、自発痛、乳房緊満感で評価する。
　（資料1）
w結果
1．自発痛の増加率（図1）は、5日間でマッサージ群は
　（1．0～3．3）であったのに対し、非マッサージ群は
　（1．0～4．1）であった。非マッサージ群がマッサー一“ジ
　群よりも高値であった。
2．乳房緊満感の平均点は、マッサージ群は1日目（1．1）、
　2日目（1．9）、3日目（2．1）、4日目（2．2）、5日目（2．0）で
　あったのに対し、非マッサージ群1日目（1．0）、2日
　目（1．3）、3日目（2．0）、4日目（2．2）、5日目（2．1）であ
　つた。
3。乳房緊満感（表ユ）において、最高値を示した日数は
　マッサージ群で2日目（14名：58．3％）、非マッサー
　ジ群で3日目（14名：58．3％）であった。
4．母乳分泌の1回平均量（図2）はマッサージ群は1．6cc
　～25．9ccであり、非マッサージ群は1．5cc～23．7ccで
　あった。
5．マッサージの感想（図3）として、「気持ちよかったj
　「とても気持ちよかった」と答えた人は4日間27名
　中27名であり、「不快」、「やや不快」、「どちらとも
　いえない」と答えた人は4日間中0名であった。
V考察
　リンパマッサージには痛みを軽減する効果があると
言われている。結果、自発痛は2群間に明らかな差が認
められたため、リンパマッサージにより疹痛緩和を示
せたと考える。
　乳房対自感についてはリンパマッサージにより乳房
内の組織液やリンパ液の排出を促すことで軽減できる
と考えた。ところが乳房緊満感の平均点においては2
群間に明らかな差は認められなかった。
　私たちは組織液やリンパ液の排出による乳房組織圧
の低下によって痛みが軽減すると考えたが、結果は得
られなかった。
　しかし、リンパマッサージには皮膚の表皮にある感
覚神経の末端に「気持ち良い刺激」を与える効果がある
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といわれており、「気持ち良い」と感じ、痛みが軽減で
きたと考える。ただし「気持ち良い」と感じることと疹
痛緩和の関係については今回明らかでないため今後調
査していく必要がある。
　母乳分泌量はマッサージ群が非マッサージ群よりや
や多かった。また、乳房緊満感の最高値を示す日数は
マッサージ群では平均2日目、非マッサージ群では平
均3日目とマッサージ群が早い。乳房圧が低下すると
乳腺房圧が下降し、乳汁分泌が充進ずる。そこで、私た
ちは乳房圧の上昇を抑えれば母乳分泌が促進されると
考えたが、リンパマッサージによって乳房三二感の平
均点に変化は見られなかった。しかし、乳房緊満感の
平均点が軽減し始める時期はマッサージ群が早かっ
た。「乳房緊満時期が早いと乳腺組織の働きが早く行
われ（中略）乳汁分泌機構が円滑になる」と峯吉Vは述
べている。リンパマッサージにより乳房圧の低下の時
期が早まったため、乳腺組織の働きが早く行われた。
そのため、マッサージ群の母乳分泌量が多くなったと
考える。
sw結論
1．うっ積の自発痛はリンパマッサージにより軽減さ
　れる。
2．うっ積の乳房緊満感の軽減開始時期がリンパマッ
サージにより早められることで母乳分泌が促され
る。
珊おわりに
　今回リンパマッサージによって乳房緊満感を軽減さ
せるという結果は得られなかったが、うっ積の自発痛
を軽減させる効果があった。今後、乳房ケアにリンパ
マッサージを取り入れるための手がかりが得られたと
考える。しかし、自発痛の軽減効果の持続期間など不
明な点もあり、さらに詳しくうっ積と痛みの因果関係
についても調べていく必要がある。
　今回研究を行うにあたり、ご協力いただいた患者様、
リンパマッサージについてご指導賜りました安斎康寛
先生に心から厚くお礼申し上げます。
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資料1）評価方法
　　　　根津八歳頃：乳房管理学にある「乳房うっ積の基準（一、1度～IV
　　　　度）」を参考に、より細かな乳房の変化を見るために点数化したもの。
自発痛 1日1回、対象自身がアンケート用紙に記入y1～10段階評価】
乳房緊満感 研究者がマッサージ施行時に病院記載基準に則り観察。
【1～4点（一、＋、＋＋、＋＋＋）】
軽度　＋
緊満を感じる
触ると熱感がある
中等度＋＋
乳房を動かすと痛みを感じる
乳房熱感があり、やや硬い
強度　＋＋＋
乳房を動かさなくても痛みを感じる
乳房全体が硬い
乳房全体に熱感がある
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　　　図1）自発痛の増加率
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　　図2）母乳分泌の1回平均量
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　　　　　　　　図3）マッサージの感想
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表1）乳房緊満感の最高値を示す日数
2日目 3日目 4日目 5日目
マッサージ群 14名（51．9％） 2名（7．4％） 5名（18．5％） 3名（11．1％）
非マッサージ群 3名（12．5％） 14名（58．3％） 5名（20．8％） 1名（4．2％）
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